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第
四
百
六
十
回 

青
葉
会
句
会
報 

 
 
 

令
和
六
年
八
月
二
十
二
日(

木)  
  

夏
休
み
誌
上
句
会 

選 
 
 

者 

川
口
孤
舟 

投
句
・
選
句 

今
井
紀
久
男 

柿
崎
忠
彦 

川
口
孤
舟 

久
米
五
郎
太 

熊
谷
く
に
お 

後
藤
と
み
子 

小
早
健
介 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

在
間
千
恵 

佐
藤
た
だ
し
げ 

高
橋
康
敏 

田
島
正
己 

土
谷
堂
哉 

豊
田
ゆ
た
か 

中
川
雅
夫 

 
西
澤
國
護 

長
谷
見
び
ん 

福
島
正
明 

古
田
昇 

古
川
百
合
子 

星
田
啓
子 

宮
内
規
雄 

 
 
 
 
 
 

山
田
け
い
子 

山
内
天
牛 

渡
邊
盛
雄 

 

選
句
の
み 

 

伊
賀
山
そ
ら
お
、
梅
崎
く
す
を 

重
枝
孝
岳 

庄
司
龍
平 

高
橋
清
子 

橋
口
隆 

早
川
允
章 

 
 
 
 
 
 

山
崎
亜
也 
山
本
三
恵 

 
 【

互 

選 

句
】
○
は
会
員
選
者
の
選
に
よ
る
「
天
」 

◎
は
孤
舟
選
者
の
選 

九
点 

◎
赤
い
緒
を
す
げ
て
郡
上
の
踊
り
下
駄 

 
 

康
敏 

 

（
そ
・
紀
・
孤
・
五
・
健
・
と
・
た
・
堂
・
天
） 

蜩
や
名
門
ホ
テ
ル
廃
業
す 

 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 

（
紀
・
く
す
・
く
・
國
・
千
・
允
・
正
・
亜
・
天
） 

灯
を
消
し
て
山
荘
虫
の
闇
と
な
る 

 
 
 

國
護 

 

（
そ
・
紀
・
健
・
千
・
清
・
百
・
昇
・
啓
・
け
） 

パ
オ
に
寝
て
大
草
原
の
星
月
夜 

 
 
 
 
 

昇 

（
○
そ
・
紀
・
く
・
國
・
と
・
千
・
龍
・
康
・
允
） 

◎
炎
昼
や
顔
火
照
ら
せ
て
孫
来
た
る 

 
 
 

天
牛 

 

（
紀
・
そ
・
く
す
・
孤
・
た
・
龍
・
國
・
昇
・
百
） 

 

八
点 

 

津
軽
弁
ふ
と
口
に
出
る
墓
参
り 

 
 
 
 

忠
彦 

 
（
そ
・
紀
・
五
・
清
・
堂
・
隆
・
允
・
亜
） 

被
爆
樹
に
熊
蟬
鳴
く
や
広
島
忌 

 
 
 

く
に
お 

 

（
紀
・
忠
・
○
と
・
た
・
ゆ
・
隆
・
昇
・
百
） 

◎
か
な
か
な
の
季
の
移
ろ
ひ
を
告
げ
る
か
に 

と
み
子 

（
紀
・
孤
・
孝
・
ゆ
・
び
・
允
・
昇
・
規
） 

◎
西
日
射
す
部
屋
に
転
が
る
鉄
亜
鈴 

 
 
 

康
敏 

 

（
紀
・
孤
・
く
・
國
・
堂
・
雅
・
び
・
啓
） 

玄
奘
も
見
し
か
砂
漠
の
天
の
川 

 
 
 
 
 

昇 
 

（
紀
・
く
す
・
く
・
國
・
健
・
龍
・
己
・
け
） 

 

七
点 

◎
朝
顔
の
色
映
し
て
や
今
朝
の
空 

 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

（
紀
・
孤
・
五
・
ゆ
・
國
・
雅
・
規
） 

 

気
怠
さ
と
罪
の
名
残
の
あ
る
残
暑 

 
 
 
 

正
明 

（
紀
・
孝
・
○
び
・
○
啓
・
三
・
け
・
盛
） 

 

六
点 

 

峰
雲
や
悲
願
に
届
く
ヤ
リ
一
投 

 
 
 
 
 

健
介 

（
五
・
千
・
康
・
己
・
堂
・
び
） 

黒
猫
と
か
ら
ま
る
視
線
炎
天
下 

 
   

 
 

千
恵 

（
紀
・
清
・
雅
・
啓
・
亜
・
け
） 

◎
糊
固
き
浴
衣
に
包
む
身
の
ほ
て
り 

 
 
 
 

康
敏 

（
紀
・
く
す
・
孤
・
龍
・
清
・
雅
） 

絡
み
つ
く
情
念
ふ
か
し
凌
霄
花 

 
 
   

百
合
子 

（
紀
・
孝
・
雅
・
規
・
天
・
盛
） 

夏
帯
を
解
き
て
い
つ
も
の
私
か
な 
 
 
 

け
い
子 

（
紀
・
龍
・
清
・
康
・
己
・
啓
） 

今
日
あ
り
て
新
酒
た
し
な
む
老
の
夜 

 
    

盛
雄 

（
紀
・
○
く
す
・
ゆ
・
○
國
・
○
允
・
三
） 

 

五
点    

坂
灼
く
る
仁
王
に
似
た
る
顔
に
遇
ひ 

 
 

と
み
子 

（
紀
・
孝
・
康
・
百
・
啓
） 

阿
波
踊
か
か
り
つ
け
医
は
白
衣
連 

 
 
 
 
 

仝 

（
紀
・
○
健
・
○
堂
・
雅
・
盛
） 

宙
を
舞
ふ
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
巴
里
の
夏 

 
 

康
敏 

（
紀
・
堂
・
隆
・
正
・
天
） 

 

四
点 

◎
雨
上
が
り
欅
並
木
は
蝉
時
雨 

 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 

（
紀
・
孤
・
規
・
け
） 

不
忍
の
風
の
音
（
ね
）
も
良
し
蓮
見
台 

 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
・
く
・
國
・
三
） 

巴
里
夕
立
聖
火
か
か
げ
て
騎
士
走
る 

 
 
 
 

び
ん 

 
 

（
紀
・
そ
・
啓
・
亜
） 

秋
立
つ
や
こ
こ
ろ
な
し
か
の
夕
の
風 

 
 
 
 

啓
子 

 
 

（
己
・
た
・
隆
・
百) 

夏
五
輪
槍
投
げ
金
で
極
ま
れ
り 

 
 
 
 
 
 

天
牛 

 
 

（
紀
・
忠
・
正
・
○
盛
） 
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秋
立
つ
や
伊
丹
銘
酒
に
風
の
音 

 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 

（
紀
・
○
己
・
び
・
三
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
帰
省
の
息
子
と
ほ
ん
の
少
し
冷
酒
を
酌
む
一
夜
） 

 

三
点 

◎ 
 
 

桐
竹
勘
十
郎
の
人
形
遣
い 

 
 
 
 
 
 
 
 

濡
れ
事
も
荒
事
も
涼
し
い
顔
の
す
ま
し
顔 

 

紀
久
男 

 
 

（
忠
・
孤
・
隆
） 

 

回
復
せ
ず
妹
に
託
す
盂
蘭
盆
会 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
隆
・
び
・
盛
） 

鳩
ま
で
も
木
陰
に
集
ま
る
暑
さ
か
な 

 
 
 
 

忠
彦 

 
 

（
紀
・
○
孝
・
國
） 

風
を
得
て
鷺
草
あ
わ
や
飛
ぶ
構
へ 

 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 

（
紀
・
健
・
啓
） 

消
し
ゴ
ム
で
消
せ
ぬ
雲
あ
り
原
爆
忌 

 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
・
正
・
○
昇
） 

芝
居
は
ね
今
に
戻
り
て
暑
気
払
ひ 

 
 
 
 

五
郎
太 

 
 

（
紀
・
忠
・
た
） 

朝
一
度
休
息
与
う
ク
ー
ラ
ー
に 

 
 
 
 
 
 

千
恵 

 
 

（
紀
・
と
・
國
） 

宴
会
の
喧
騒
さ
り
て
盆
の
月 

 
 
 
 
 
 
 

正
己 

 
 

（
く
・
國
・
規
） 

茄
子
の
馬
母
の
口
癖
へ
た
や
ね
え 

 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 

（
紀
・
千
・
び
） 

湿
風
は
沈
め
る
老
い
を
あ
わ
れ
む
や 

 
 
 
 

雅
夫 

 
 

（
紀
・
孝
・
規
） 

酔
芙
蓉
と
く
と
く
と
く
と
酔
い
ま
わ
り 

 
 

百
合
子 

 
 

（
五
・
ゆ
・
○
三
） 

◎
行
く
夏
や
波
に
攫
は
る
砂
の
城 

 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 

（
孤
・
康
・
允
） 

心
眼
で
狙
ひ
定
め
て
西
瓜
割
る 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
千
・
正
・
天
） 

 

二
点 

 
 
 

リ
ハ
ビ
リ
病
院
の
ご
褒
美 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

自
転
車
漕
ぎ
冷
や
し
あ
ん
蜜
堪
能
す 

 
 
 

紀
久
男      
（
と
・
天
） 

稲
妻
の
音
聞
く
ま
で
の
静
け
さ
よ 

 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 

（
健
・
規
） 

蒲
の
穂
を
供
花
に
加
へ
て
墓
参
り 

  
  

 

く
に
お 

  
 

（
紀
・
國
） 

金
の
子
も
メ
ダ
ル
な
き
子
も
夏
終
わ
る 

   
 

健
介  

   

（
紀
・
た
） 

幼
き
日
塩
か
け
は
し
ゃ
ぐ
西
瓜
か
な 

 
 
 
 

正
己  

  

（
百
・
亜
） 

セ
ー
ヌ
暮
れ
て
短
夜
照
ら
す
気
球
浮
く 

 
 
 

び
ん 

   

（
と
・
盛
） 

流
燈
の
三
途
の
川
を
渡
る
か
に 

 
 
 
 
 
 
 

昇 
   

（
紀
・
五
） 

 

闇
（
く
ら

）
き
よ
り
出
で
し
蝉
な
り
煌
め
け
る 

 

啓
子 

 
 
 
 

（
紀
・
け
） 

羅
や
苦
き
想
ひ
出
ふ
た
つ
三
つ 

 
 
 
 
 
 
  

仝   
  

（
紀
・
く
す
） 

天
河
の
神
の
声
聞
く
文
月
か
な 

 
 
 
 
 

け
い
子 

   

（
紀
・
三
） 

役
す
み
し
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
や
捨
案
山
子 
 
 
 

盛
雄 

  
 

（
紀
・
己
） 

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
を
聞
き
分
け
集
ふ
奈
良
の
鹿 

 

仝 
   

（
紀
・
忠
） 

 

一
点 

 

都
心
に
も
短
き
命
蝉
が
鳴
く 
 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 

（
ゆ
） 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
松
山
晴
れ
や
か
夏
の
パ
リ 

 
 
 

仝 
 
 

（
紀
） 

竹
婦
人
賞
味
期
限
の
疾
う
に
切
れ 

 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 

（
紀
） 

夾
竹
桃
三
点
シ
ュ
ー
ト
決
ま
り
け
り 

 
 
 

五
郎
太 

 
 

（
紀
） 

ふ
わ
り
と
聖
火
夏
の
巴
里
の
夜
空
へ 

 
 
 
 

千
恵 

 
  

（
康
） 

源
内
も
高
笑
い
す
る
土
用
の
丑 

 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 

（
紀
） 

盆
僧
と
互
い
の
父
の
癖
仕
種 

 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 

（
紀
） 

秋
天
の
下
に
ご
ろ
寝
の
猫
な
る
や 

 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 

（
清
） 

京
の
月
仰
ぎ
て
里
の
月
想
う 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
龍
） 

蝉
鳴
く
や
人
作
り
し
と
熱
き
日
を 

 
 
 
 
 

雅
夫 

 
 

（
亜
） 
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夏
散
歩
傘
に
顔
埋
め
手
に
は
水 

 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 
 

（
昇
） 

猛
暑
で
は
蝉
も
隠
れ
て
声
も
な
し 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
忠
） 

炎
天
下
孫
の
手
を
借
り
芝
を
刈
る 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
規
） 

「
パ
リ
祭
」
の
名
画
思
ほ
ゆ
五
輪
か
な 

 
 
   

び
ん 

 
   

（
紀
） 

万
国
の
平
和
を
祈
る
夏
の
月 

 
 
 
 
 
  

  

仝  
  

 

（
○
正
） 

歳
忘
る
フ
ラ
ダ
ン
ス
と
か
花
芙
蓉 

 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 

（
紀
） 

               

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§ 

 

【
句
評
・
短
評
】 

九
点
句 

赤
い
緒
を
す
げ
て
郡
上
の
踊
り
下
駄 

 
 
 
 

康
敏 

 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
郡
上
踊
り
の
素
朴
な
華
や
か
さ
。 

五
郎
太
さ
ん
・
・
お
盆
の
四
日
間
は
徹
夜
で
踊
る
と
か
。 

と
み
子
さ
ん
・
・
紅
い
緒
か
ら 

郡
上
踊
り
の
下
駄
を
鳴
ら
し
て
踊
る
景
が
見
え
る
よ
う
で
す
。 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
郡
上
踊
り
の
赤
い
鼻
緒
の
下
駄
、
何
と
な
く
艶
め
か
し
い
感
じ
で
す
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
踊
り
が
目
に
浮
か
ん
で
来
ま
す 

天
牛
さ
ん
・
・
・
風
の
盆
は
行
き
ま
し
た
が
郡
上
躍
り
は
行
っ
て
い
な
い
の
が
残
念
で
す
。「
す
げ
る
」
が
い
い 

で
す
ね
。 

紀
久
男
・
・
・
・
嘗
て
西
宮
独
身
寮
長
を
し
て
い
た
時
、
会
社
が
終
わ
る
時
間
に
貸
切
バ
ス
一
台
を
仕
立
て
、
会 

社
に
横
付
け
に
し
、
超
満
員
で
行
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
好
評
で
し
た
。 

蜩
や
名
門
ホ
テ
ル
廃
業
す 

 
 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
老
舗
の
消
え
て
ゆ
く
の
は
寂
し
い
の
も
の
で
す
ね
。
季
語
が
寄
り
添
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
駿
河
台
辺
り
？
そ
う
な
ら
一
応
休
業
。
建
物
が
残
ら
な
け
れ
ば
同
じ
こ
と…

 

天
牛
さ
ん
・
・
・
名
門
ホ
テ
ル
が
な
く
な
る
の
を
悲
し
む
よ
う
に
蜩
が
鳴
い
て
い
る
の
で
す
ね
。
う
ま
い
取
り
合 

わ
せ
で
す
。 

灯
を
消
し
て
山
荘
虫
の
闇
と
な
る 

 
 
 
 
 

國
護 
 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
こ
ん
な
時
間
も
贅
沢
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
暗
闇
の
な
か
で
す
だ
く
虫
た
ち
の
大
合
唱
、
耳
を
澄
ま
せ
ば
さ
ま
ざ
ま
な
虫
た
ち
が
命
の
か 

ぎ
り
唄
っ
て
い
る
！ 

啓
子
さ
ん
・
・
・
中
七
、
下
五
で
作
者
の
居
ら
れ
る
環
境
が
良
く
判
り
ま
す
。
上
五
が
よ
り
良
い
で
す
ね
。 

パ
オ
に
寝
て
大
草
原
の
星
月
夜 

 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
広
々
と
し
て
良
い
で
す
ね
ー
。
訪
ね
て
み
た
い
で
す
。
日
本
に
も
象
潟
に
パ
オ
施
設
あ
る
よ 

う
な
。 

千
恵
さ
ん
・
・
・
ス
ケ
ー
ル
大
き
い
で
す
ね
。
一
生
に
一
度
く
ら
い
こ
ん
な
体
験
が
あ
っ
て
も
。。。 

康
敏
さ
ん
・
・
・
こ
ん
な
雄
大
な
体
験
を
し
て
み
た
か
っ
た
で
す
。 

炎
昼
や
顔
火
照
ら
せ
て
孫
来
た
る 

 
 
 
 
 

天
牛 

 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
爺
婆
に
会
え
る
興
奮
に
顏
を
紅
潮
さ
せ
て
。 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
お
じ
い
さ
ま
に
は
う
れ
し
く
且
、
い
と
お
し
い
風
景
で
す
ね
！ 

   

龍
平
さ
ん
・
・
・
で
も 

若
い
の
が
部
屋
に
入
っ
て
く
る
と
俄
に
温
度
急
昇 

カ
ナ
ワ
ン 

百
合
子
さ
ん
・
・
真
っ
赤
な
顔
を
し
て
や
っ
て
来
た
孫
の
可
愛
さ
「
お
う
お
う
、
よ
く
来
た
ね
え
、
さ
あ
さ
あ 

冷
た
い
西
瓜
を
お
食
べ
！
」
と
い
う
声
が
・
・
・ 
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八
点
句 

津
軽
弁
ふ
と
口
に
出
る
墓
参
り 

 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
上
手
で
す
。
標
準
語
で
育
っ
た
私
に
は
欠
け
て
い
る
思
い
で
す
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
東
京
の
従
兄
弟
も
関
西
の
従
兄
弟
も
尾
道
で
は
広
島
弁
が
チ
ラ
ホ
ラ
出
て
嬉
し
い
で
す
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・
故
人
と
は
故
郷
な
ま
り
で
な
い
と
通
じ
な
い
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
久
し
く
故
郷
を
離
れ
て
い
た
と
の
思
い
か
さ
り
げ
な
く
伝
わ
っ
て
く
る
。 

被
爆
樹
に
熊
蟬
鳴
く
や
広
島
忌 

 
 
 
 
 

く
に
お 

 
 

と
み
子
さ
ん
・
・ 
西
日
本
の
朝
は
熊
蝉
が 

一
斉
に
鳴
き
ま
す
。
そ
の
日
も
そ
う
い
う
平
和
な
光
景
が
、
あ
つ
た 

こ
と
で
し
よ
う
。 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
真
夏
の
広
島
忌
、
中
七
で
暑
さ
が
募
り
ま
す
。 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
被
爆
者
を
弔
う
よ
う
に
セ
ミ
が
鳴
い
て
い
る
心
情
深
い
句
で
す
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・「
被
爆
樹
を
四
肢
掴
み
鳴
く
油
蝉
」
で
も
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
毎
年
観
る
テ
レ
ビ
の
画
面
、
あ
の
日
も
熊
蟬
が
鳴
い
て
い
た
ん
だ
ろ
う
な
あ
！ 

紀
久
男
・
・
・
・
季
重
な
り
で
す
が
捨
て
が
た
い
好
句
で
す
。 

か
な
か
な
の
季
の
移
ろ
ひ
を
告
げ
る
か
に 

 
と
み
子 

 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
夏
の
み
ん
み
ん
、
に
い
に
い
か
ら
、
秋
の
か
な
か
な
、
ち
っ
ち
へ
と
季
節
は
動
い
て
ゆ
く
。 

西
日
射
す
部
屋
に
転
が
る
鉄
亜
鈴 

 
 
 
 
 

康
敏 

 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
西
日
の
熱
で
鉄
亜
鈴
は
熱
く
重
く
な
っ
た
よ
う
だ
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
正
に
我
が
家
の2.5

キ
ロ
の2

つ
の
亜
鈴
で
す
。 

啓
子
さ
ん
・
・
・
家
に
居
る
日
常
の
ひ
と
こ
ま
を
、
鉛
筆
か
油
か
、
言
葉
で
絵
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

玄
奘
も
見
し
か
砂
漠
の
天
の
川 

 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 

龍
平
さ
ん
・
・
・
パ
リ
か
ら
西
へ1500

キ
ロ
の
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
・
デ
・
コ
ン
ポ
ス
テ
ー
ラ(

Cam
po d

e la  

estrella 

の
ス
ペ
イ
ン
語
が
縮
ま
り‶

星
の
輝
く
地
〟
の
意
味
と
の
説
有
り)

迄
、
半
砂
漠
や 

屹
立
し
た
岩
山
を
越
え
て
の
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
巡
礼
は
最
盛
期
を
極
め
た❮

堀
田
善
衛= 

ス
ペ
イ
ン
断
章❯

 
 

聖
な
る
も
の
に
縋
る
気
持
ち
は
古
今
東
西
代
わ
り
無
し
。
日
本
な
ら
お
伊
勢
参
り
か
、
ワ
シ 

も
年
に2

回
は
伊
勢
志
摩
に
は
行
く
が
・
・
動
機
は
と
も
か
く
。 

 

七
点
句 

気
怠
さ
と
罪
の
名
残
の
あ
る
残
暑 

 
 
 
 
 

正
明 

 
 
 

啓
子
さ
ん
・
・
・
今
年
は
特
に
湿
度
の
高
い
酷
暑
で
し
た
。
家
に
籠
る
こ
と
も
多
く
、
畢
竟
、
現
在
の
世
相
と 

共
に
来
し
方
を
思
う
時
間
も
多
く
な
っ
た
。
後
悔
は
罪
に
繋
が
り
、
ひ
そ
や
か
に
胸
に
。 

朝
顔
の
色
映
し
て
や
今
朝
の
空 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
朝
顔
の
鮮
や
か
な
藍
色
が
空
に
投
影
さ
れ
て
い
る
。 

五
郎
太
さ
ん
・
・
ま
だ
涼
し
い
朝
、
今
日
は
暑
く
な
ら
な
い
と
い
い
が
。 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
空
色
の
朝
顔
と
青
空
の
か
け
合
わ
せ
が
見
事
で
す
。 

 

六
点
句 

峰
雲
や
悲
願
に
届
く
ヤ
リ
一
投 

 
 
 
 
 
 

健
介 

 
 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
期
待
に
よ
く
応
え
た65.80

米
。
北
口
選
手
お
見
事
で
し
た
。 

千
恵
さ
ん
・
・
・
東
京
五
輪
時
の
１
２
位
か
ら
の
金
メ
ダ
ル
！
豪
快
で
し
た
ね
。
ち
な
み
に
父
上
は
パ
テ
ィ
シ
エ 

だ
そ
う
で
す
。 

康
敏
さ
ん
・
・
・
ヤ
リ
投
げ
北
口
榛
花
の
金
メ
ダ
ル
へ
の
一
投
。
峰
雲
に
届
か
ん
ば
か
り
に
。
三
年
前
の
東
京 

五
輪
と
は
異
な
り
、
今
回
の
パ
リ
大
会
に
は
多
く
の
投
句
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い 



5 

 

挑
戦
で
す
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
見
事
な
一
投
で
し
た
ね
！ 

黒
猫
と
か
ら
ま
る
視
線
炎
天
下 

 
 
 
 
 
 

千
恵 

 
 
 
 

啓
子
さ
ん
・
・
・
日
中
の
外
出
。
こ
の
炎
天
下
に
な
に
や
ら
視
線
を
感
じ
た
の
で
し
ょ
う
、
ふ
と
黒
猫
と
目
が 

合
い
ま
し
た
。
ど
う
し
た
の
？
ア
ン
タ
こ
そ
な
ん
だ
よ
！
ふ
い
と
目
を
反
ら
ず
黒
猫
、
ふ
と 

し
た
会
話
が
あ
り
ま
し
た
ね
。
視
線
が
絡
む
・
・
中
七
に
惹
か
れ
ま
し
た
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
か
ら
め
る
相
手
は
普
通
は
人
。
そ
れ
が
猫
な
の
が
ド
キ
リ
と
さ
せ
て
秀
逸
。 

糊
固
き
浴
衣
に
包
む
身
の
ほ
て
り 

 
 
 
 
 

康
敏 

 
 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
ゴ
ワ
ゴ
ワ
し
た
浴
衣
は
放
熱
効
果
が
低
い
よ
う
だ
。 

絡
み
つ
く
情
念
ふ
か
し
凌
霄
花 

 
 
   

 

百
合
子 

 
 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
凌
霄
花
に
情
念
を
見
た
の
は
デ
カ
ル
ト
的
で
す
か
。（
カ
ル
テ
ジ
ア
ン
か
？
） 

夏
帯
を
解
き
て
い
つ
も
の
私
か
な 

 
 
 
 

け
い
子 

 
 
 
 

龍
平
さ
ん
・
・
・
何
か
ド
キ
ッ
と
し
ま
し
た
！
こ
の
句
。 

康
敏
さ
ん
・
・
・
猛
暑
の
な
か
体
を
締
め
付
け
て
い
た
帯
を
解
い
て
や
れ
や
れ
。 

参
考
〈
夏
帯
を
解
き
て
貧
し
き
妻
に
か
へ
る 

榎
本
蒼
水
〉 

啓
子
さ
ん
・
・
・
夏
の
和
服
は
ど
こ
か
艶
め
か
し
い
。
が
、
歳
重
ね
こ
の
暑
さ
に
、
私
に
は
遠
い
も
の
と
な
っ 

た
。
お
稽
古
の
後
で
し
ょ
う
か
、
汗
だ
く
で
帰
宅
し
て
の
着
替
え
。
一
連
の
動
き
が
見
え
、 

解
放
さ
れ
た
感
が
さ
わ
や
か
。 

今
日
あ
り
て
新
酒
た
し
な
む
老
の
夜 

 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 
 
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
老
い
て
な
お
元
気
な
こ
と
を
あ
り
が
た
く
思
い
な
が
ら
酒
を
た
し
な
ん
で
お
ら
れ
る
の
で
す 

国
護
さ
ん
・
・
・
何
と
気
品
の
あ
る
お
年
寄
り
で
し
ょ
う
。 

允
章
さ
ん
・
・
・
私
の
心
境
に
ぴ
た
り
の
句
で
す
。 

 

五
点
句 

坂
灼
く
る
仁
王
に
似
た
る
顔
に
遇
ひ 

 
 
 

と
み
子 

 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
今
年
の
暑
さ
は
格
別
だ
。
焼
け
付
く
よ
う
な
坂
を
上
っ
て
来
る
人
は
、
顔
を
真
っ
赤
に
し
て 

汗
だ
ら
だ
ら
、
憤
怒
の
仁
王
様
さ
な
が
ら
だ
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
灼
熱
の
暑
さ
の
な
か
、
喘
ぎ
あ
え
ぎ
坂
を
登
る
、
私
も
仁
王
に
な
っ
ち
ゃ
い
ま
す
。 

啓
子
さ
ん
・
・
・
そ
れ
は
炎
帝
だ
っ
た
の
か
も
・
・
上
五
で
既
に
如
何
に
暑
い
か
の
表
現
に
成
功
、
そ
こ
に
上
り 

来
る
人
を
観
察
さ
れ
て
の
言
葉
の
選
択
に
感
服
。 

阿
波
踊
か
か
り
つ
け
医
は
白
衣
連 

 
 
 
 

と
み
子 

 
 
 

 

健
介
さ
ん
・
・
・
な
る
ほ
ど
と
納
得
、
風
刺
も
効
い
て
い
ま
す
ね
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
元
気
な
方
で
頼
り
に
な
り
そ
う
な
お
医
者
さ
ん
で
す
ね
。
ユ
ー
モ
ラ
ス
。 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
一
泊
二
日
で
二
度
参
加
し
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
に
愉
し
い
も
の
で
す
。
中
七
・
下
五
が 

面
白
い
。 

宙
を
舞
ふ
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
巴
里
の
夏 

 
 
 

康
敏 

 
 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
初
め
て
見
て
驚
き
ま
し
た
！
や
っ
か
い
な
若
者
の
憂
さ
晴
ら
し
と
ば
か
り
思
っ
て
い
ま
し
た 

隆
さ
ん
・
・
・
・
パ
リ
の
街
は
美
し
い
。
日
本
は
再
開
発
一
本
や
り
で
美
し
い
街
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
近
所
で
ゴ
ー
ゴ
ー
と
い
う
音
が
も
う
、
う
る
さ
い
と
思
っ
て
い
る
う
ち
に
世
界
的
競
技
に
な
り 

ま
し
た
ね
。 

 

四
点
句 

雨
上
が
り
欅
並
木
は
蝉
時
雨 

 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 
 

 

孤
舟
選
者
・
・
・
一
斉
に
鳴
く
蝉
の
声
が
、
し
っ
と
り
と
し
た
空
気
を
震
わ
せ
て
い
る
。 
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巴
里
夕
立
聖
火
か
か
げ
て
騎
士
走
る 

 
 
 
 

び
ん 

 
 
 
 
 

啓
子
さ
ん
・
・
・
そ
う
、
覆
面
の
騎
士
。
あ
の
雨
の
中
粛
々
と
縦
横
に
走
り
、
跳
ぶ
。
時
と
し
て
宙
返
り
ま
で
し 

て
見
せ
、
何
と
も
心
に
く
い
演
出
で
し
た
。
そ
れ
を
走
馬
灯
の
よ
う
に
思
い
出
さ
せ
る
こ
の
句 

の
力
・
・
。
そ
れ
に
し
て
も
あ
れ
は
誰
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
・
・
？ 

亜
也
さ
ん
・
・
・
あ
の
印
象
的
な
シ
ー
ン
も
雨
の
お
か
げ
で
句
に
な
る
。 

秋
立
つ
や
こ
こ
ろ
な
し
か
の
夕
の
風 

 
 
 
 

啓
子 

 
 
 
 

 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
な
ん
と
な
く
ひ
ん
や
り
し
た
風
、
中
七
の
表
現
が
良
い
で
す
ね
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・
細
や
か
な
視
点
。「
秋
立
つ
や
風
も
冷
た
き
夕
と
な
る
」
で
も
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
暑
い
暑
い
毎
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
あ
っ
、
い
ま
の
風
は
と
、
ま
さ
し
く
こ
の
句
を
先
日
来 

実
感
し
て
い
ま
す
。 

夏
五
輪
槍
投
げ
金
で
極
ま
れ
り 

 
 
 
 
 
 

天
牛 

 
 
 
 
 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
日
本
人
に
あ
ん
な
に
笑
顔
が
素
敵
な
逞
し
い
女
性
が
い
て
嬉
し
か
っ
た
。
パ
リ
の
夜
に
締
め
の 

一
投
。 

秋
立
つ
や
伊
丹
銘
酒
に
風
の
音 

 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
帰
省
の
息
子
と
ほ
ん
の
少
し
冷
酒
を
酌
む
一
夜
） 

正
己
さ
ん
・
・
・
い
つ
飲
ん
で
も
お
い
し
い
銘
酒
で
す
が
、
秋
の
気
配
を
感
じ
な
が
ら
飲
む
酒
は
ま
た
風
情
あ
り 

ま
す
ね
。 

 

三
点
句 

 
 

桐
竹
勘
十
郎
の
人
形
遣
い 

 
 
 
 
 
 
 
 

紀
久
男 

 
 
 
 

濡
れ
事
も
荒
事
も
涼
し
い
顔
の
す
ま
し
顔 

 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
熟
練
の
人
形
遣
は
ど
ん
な
動
作
も
自
在
に
や
り
こ
な
す
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・
面
白
い
視
点
。「
濡
れ
事
も
荒
事
も
涼
し
す
ま
し
顔
」
で
も
。 

回
復
せ
ず
妹
に
託
す
盂
蘭
盆
会 

 
 
 
 
 

紀
久
男 

 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
回
復
祈
念
し
ま
す
。
ご
長
男
の
存
在
感
。 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
体
調
不
良
で
実
家
で
の
盆
の
行
事
に
参
加
出
来
な
い
辛
さ
が
上
五
に
滲
ん
で
い
る
。 

鳩
ま
で
も
木
陰
に
集
ま
る
暑
さ
か
な 

 
 
 
 

忠
彦 
 
 

 

孝
岳
さ
ん
・
・
・
今
年
の
異
常
な
暑
さ
を
象
徴
し
て
い
る
。
鳩
に
も
熱
中
症
ア
ラ
ー
ト
を
発
令
し
た
の
か
な
。 

消
し
ゴ
ム
で
消
せ
ぬ
雲
あ
り
原
爆
忌 

 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 
 

 

昇
さ
ん
・
・
・
私
は
昭
和
二
十
二
年
、
原
爆
ド
ー
ム
の
近
く
で
生
を
受
け
ま
し
た
。
少
年
時
代
に
何
度
も
観
た 

「
き
の
こ
雲
」
の
映
像
は
今
で
も
網
膜
に
焼
き
付
い
て
消
え
ま
せ
ん
。 

 

芝
居
は
ね
今
に
戻
り
て
暑
気
払
ひ 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
お
芝
居
を
楽
し
ん
だ
後
の
暑
気
払
い
、
お
芝
居
の
世
界
か
ら
、
現
実
に
帰
る
中
七
の
表
現
が

面
白
い
。 

朝
一
度
休
息
与
う
ク
ー
ラ
ー
に 

 
  

 
 
 

千
恵 

 
 
 

と
み
子
さ
ん
・
・ 

ク
ー
ラ
ー
活
躍
の
今
夏
こ
そ
、
ク
ー
ラ
ー
に
休
息
が
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ク
ス
ッ
と 

笑 

い
ま
し
た
。 

国
護
さ
ん
・
・
・
ク
ー
ラ
ー
は
今
や
命
綱
。 

茄
子
の
馬
母
の
口
癖
へ
た
や
ね
え 

 
 
 
 

 

堂
哉 

 
 
 

 

千
恵
さ
ん
・
・
・
昔
母
親
に
言
わ
れ
た
懐
か
し
い
言
葉
か
も
。 

び
ん
さ
ん
・
・
・
母
御
の
ひ
と
こ
と
な
ん
と
も
い
い
で
す
ね
。 

酔
芙
蓉
と
く
と
く
と
く
と
酔
い
ま
わ
り 

  

百
合
子 

 
 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
佳
い
人
と
飲
む
お
酒
は
格
別
で
す
。 
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ゆ
た
か
さ
ん
・
・
酔
芙
蓉
と
酔
い
ま
わ
る
の
語
呂
合
わ
せ
が
見
事
で
す 

三
恵
さ
ん
・
・
・
ま
る
で
芙
蓉
が
酔
っ
払
っ
て
グ
ル
グ
ル
、
フ
ラ
フ
ラ
、
き
っ
と
千
鳥
足
の
句
者
と
シ
ン
ク
ロ
し 

て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
と
に
か
く
語
呂
が
良
く
て
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
。
楽
し
ん
で
ま
す
。 

行
く
夏
や
波
に
攫
は
る
砂
の
城 

 
 
 
 
 
 

昇 
 
 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
夏
の
賑
や
か
さ
か
ら
秋
の
静
け
さ
に
移
っ
て
ゆ
く
。 

 

康
敏
さ
ん
・
・
・
波
に
攫
わ
れ
た
砂
の
城
に
、
夏
の
終
り
を
感
じ
る
。
夏
休
み
も
終
り
楽
し
か
っ
た
夏
の
名
残
を
惜
し 

む
句
で
す
が
、
今
年
は
危
険
な
猛
暑
日
の
連
続
と
ゲ
リ
ラ
豪
雨
が
未
だ
続
い
て
い
ま
す
。
気
候
変
動 

で
季
語
と
現
実
が
合
わ
な
く
な
っ
て
来
ま
し
た
。 

心
眼
で
狙
ひ
定
め
て
西
瓜
割
る 

 
 
 
 
 
  

昇 
 
 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・「
心
眼
」
が
き
い
て
い
ま
す
ね
。
柳
生
流
で
し
ょ
う
か
。 

 

二
点
句 

 

リ
ハ
ビ
リ
病
院
の
ご
褒
美 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

紀
久
男 

 
 
 
 

自
転
車
漕
ぎ
冷
や
し
あ
ん
蜜
堪
能
す 

 

と
み
子
さ
ん
・
・
リ
ハ
ビ
リ
に
励
ま
れ
た
あ
と
の
あ
ん
蜜
の
味
は
、
格
別
で
し
よ
う
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
自
分
の
経
験
で
自
転
車
漕
ぎ
も
程
々
に
。 

蒲
の
穂
を
供
花
に
加
へ
て
墓
参
り 

 
   

く
に
お 

 
 
 
 

国
護
さ
ん
・
・
・
八
月
十
二
日
の
お
花
市
思
い
出
す
。 

※
康
敏
さ
ん
・
・
・
蒲
の
穂
（
夏
）
と
墓
参
り
（
秋
）
の
季
重
な
り
で
す
。 

金
の
子
も
メ
ダ
ル
な
き
子
も
夏
終
わ
る 

 
 

健
介 

 
 
   

た
だ
し
げ
さ
ん
・
上
五
、
中
七
の
表
現
が
面
白
い
。 

幼
き
日
塩
か
け
は
し
ゃ
ぐ
西
瓜
か
な 

 
 
 

正
己 

 
 
 

 

百
合
子
さ
ん
・
・
昔
、
母
に
塩
を
か
け
て
み
る
？
と
言
わ
れ
て
か
ら
、
そ
の
甘
じ
ょ
っ
ぱ
い
美
味
し
さ
に
私
は 

『
西
瓜
に
塩
派
』
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
納
豆
に
は
砂
糖
を
少
々
。
こ
の
『
納
豆
に
砂
糖
派
』 

は
新
潟
と
北
海
道
に
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
い
ま
面
前
で
は
し
ゃ
ぐ
子
、
そ
の
子
が
将
来
思
い
出
す
光
景
、
そ
れ
に
自
分
自
身
の
思
い 

出
。「
幼
き
日
」
の
措
辞
が
呼
ぶ
不
思
議
な
懐
か
し
さ
。 

セ
ー
ヌ
暮
れ
て
短
夜
照
ら
す
気
球
浮
く 

 
 

び
ん 
 
 
 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
聖
火
が
空
に
浮
い
た
の
は
、
驚
き
と
感
動
で
し
た
。 

※
康
敏
さ
ん
・
・
・
聖
火
気
球
の
句
で
す
が
、
動
詞
を
三
つ
も
使
い
、
詩
と
言
う
よ
り
散
文
調
に
な
っ
て
し

ま 

い
ま
し
た
。 

流
燈
の
三
途
の
川
を
渡
る
か
に 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
今
年
の
お
盆
も
終
わ
り
ま
す
。 

 

一
点
句 

都
心
に
も
短
き
命
蝉
が
鳴
く 

 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 
 
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
森
林
で
な
く
都
心
の
蝉
の
声
を
と
ら
え
た
こ
と
が
斬
新
で
す 

ふ
わ
り
と
聖
火
夏
の
巴
里
の
夜
空
へ 

 
 
 

千
恵 

 
 
 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
破
調
で
す
が
十
七
音
に
纏
ま
っ
て
い
ま
す
。
パ
リ
五
輪
の
開
会
式
で
は
数
々
の
斬
新
な
演
出 

に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
が
、
中
で
も
聖
火
気
球
は
圧
巻
で
し
た
。 

蝉
鳴
く
や
人
作
り
し
と
熱
き
日
を 

 
 

 
 

 
 

 

雅
夫 

 
 

亜
也
さ
ん
・
・
・IPCC

に
よ
れ
ば
温
暖
化
は
人
為
。「
熱
き
」
な
ら
季
重
な
り
は
グ
レ
ー
？ 

「
パ
リ
祭
」
の
名
画
思
ほ
ゆ
五
輪
か
な 

 
 

び
ん 
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※
康
敏
さ
ん
・
・
・
巴
里
祭
は
季
語
で
す
が
、
映
画
の
題
名
は
季
語
に
な
り
ま
せ
ん
。 

 

万
国
の
平
和
を
祈
る
夏
の
月 

 
 
 
 
 
 

び
ん 

 
 
 
 

正
明
さ
ん
・
・
・
戦
争
が
あ
る
限
り
心
は
晴
れ
ま
せ
ん 

1

日
も
早
い
平
和
を
祈
る
者
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

🔳 

🔳 

🔳 

🔳 

🔳 

🔳 

🔳 

🔳 

🔳 

🔳 

【
次
回
青
葉
会
予
定
】 

☆
九
月
二
十
六
日(

木) 
十
三
時
～ 

三
軒
茶
屋 

新
「
し
ゃ
れ
な
あ
ど
」（
昭
和
信
金
三
軒
茶
屋
支
店
ビ
ル
） 

 
 

○
ご
出
句
・
ご
投
句
の
締
切
日
を
早
め
ま
す
（
編
集
者
の
都
合
で
す
。
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
！
） 

 
 

ご
投
句
締
切
日 

九
月
十
二
日(
木) 

厳
守
く
だ
さ
い
。 

 
 

ご
出
句
、
ご
投
句
の
数
は
従
前
ど
お
り
。
当
季
雑
詠 

句
会
参
加
者
五
句
・
ご
投
句
の
方
は
二
句
を
目
処
に
。 

 
 
 

 
 

句
会
の
後
の
段
取
り
に
つ
い
て
：
メ
ー
ル
使
用
の
皆
さ
ま
へ
の
選
句
表
配
信
が
恐
縮
な
が
ら
い
つ
も
よ
り
遅 

く
九
月
二
十
八
日(

金)

と
な
る
可
能
性
が
ご
ざ
い
ま
す
。 

※
九
月
の
選
句
締
切
は
十
月
七
日(

月)

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

皆
さ
ま
に
は
、
慣
れ
た
日
程
か
ら
大
き
く
変
化
が
あ
り
ま
す
た
め
、
面
食
ら
う
方
も
多
か
ろ
う
と
存
じ
ま
す
が
、
何

卒
よ
ろ
し
く
、
ご
協
力
賜
り
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

【
青 

葉 

会 

報
】 

一
、 

七
月
の
猛
暑
に
よ
り
急
遽
の
誌
上
句
会
に
続
き
、
八
月
は
当
初
か
ら
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
本
年
二
度
目
の
誌
上
句

会
で
し
た
。
会
の
皆
さ
ま
の
意
欲
も
削
が
れ
ず
、
且
つ
多
く
の
方
々
か
ら
、
佳
句
が
多
く
選
句
に
苦
労
し
た
と
の
お
言
葉
を

頂
い
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
が
証
拠
の
よ
う
に
、
九
点
の
最
高
得
点
が
康
敏
さ
ん
、
堂
哉
さ
ん
、
国
護
さ
ん
、
昇
さ
ん
、
天
牛

さ
ん
の
五
句
、
八
点
も
五
句
で
、
忠
彦
さ
ん
、
く
に
お
さ
ん
、
と
み
子
さ
ん
、
康
敏
さ
ん
、
昇
さ
ん
、
と
い
っ
た
た
よ
う
に

九
点
、
八
点
と
康
敏
さ
ん
、
昇
さ
ん
が
両
方
に
お
名
前
を
連
ね
ら
れ
ま
し
た
。
七
点
、
六
点
と
そ
の
後
も
高
得
点
が
ず
ら
り

と
並
ん
で
お
り
ま
す
。
句
評
、
短
評
も
変
わ
ら
ず
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、
元
気
で
愉
し
い
句
会
報
に
な
っ
た
よ

う
に
存
じ
ま
す
。
編
集
作
業
を
し
つ
つ
、
な
ん
と
す
て
き
な
こ
と
か
、
と
感
動
致
し
ま
し
た
。
当
方
も
実
は
思
わ
ぬ
大
き
な

ミ
ス
も
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
何
と
か
幾
分
早
く
に
句
会
報
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
の
で
、
ま
ず
は
お
送
り
す
る
次
第
で
す
。

改
め
て
誌
上
に
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

 

二
、
関
係
者
近
詠 

孤
舟
選
者 

近
詠 

 
 
 
 
 
 

鰯
干
す
浦
曲
の
風
を
捌
き
つ
つ 

 
 
 
 

刻
告
ぐ
る
「
夕
焼
け
小
焼
け
」
法
師
蟬 

 
 
 
 
 

ニ
ッ
ポ
ン
の
形
に
歪
む
へ
ぼ
胡
瓜 

 
 
 

秋
出
水
嘗
て
は
駅
に
伝
言
板 

 
 
 
 
 

盂
蘭
盆
会
来
し
方
行
方
駆
け
巡
る 

 

三
、「
森
の
座
」
に
お
け
る
関
係
者
近
詠
は
今
回
も
お
休
み
い
た
し
ま
す
。
次
回
会
報
に
は
掲
載
で
き
る
よ
う
努
め
た
い
と
存
じ 

ま
す
。 

 

令
和
六
年
九
月
三
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

了 
 


